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令和７年度 学校運営連絡協議会実施報告書 

 

１ 組織   

（１）都立武蔵高等学校・附属中学校 学校運営連絡協議会 

（２）事務局の構成 主幹教諭（教育情報部主任）＝事務局長、事務局、経営企画室長 計３名 

（３）内部委員の構成 

   校長、中・高副校長、中・高教務主任、中・高生活指導主任、中・高学習進路主任、教育情報部主任、

各学年主任 計１６名 

（４）協議委員の構成 

保護者代表（１名）、同窓会代表（１名）、近隣小学校長（１名）、近隣中学校長（１名）、教育行政 

関係者（１名）、地域関係機関代表（１名）、地域住民代表（１名） 計７名 

 

２ 令和７年度学校運営連絡協議会の概要 

（１）学校運営連絡協議会（第１～４回）の開催日時、出席者、内容、その他 

   第１回 令和７年６月１７日（火）内部委員13名、協議委員７名 

      協議委員委嘱、委員紹介、評価委員の選出 

     学校経営計画、昨年度の学校運営連絡協議会の課題 

     本校の現状と課題等説明、意見交換 

   第２回 令和７年11月11日（火）内部委員13名、協議委員７名 

     これまでの教育活動に関する報告 

     協議委員からの教育活動に対する意見、学校評価の内容検討、協議 

   第３回 令和８年２月17日（火）内部委員13名、協議委員７名 

    授業公開、これまでの教育活動に関する報告 

    協議委員からの教育活動に対する意見、学校評価の内容検討、協議 

    学校評価の報告及び学校運営に関する提言、協議 

    次年度に向けた方向性の確認 

 

（２）評価委員会の開催日時、会場、出席者、内容、その他 

   第１回 令和７年６月１７日（火）内部委員13名、協議委員７名 

       学校評価の基本方針の確認、昨年度の学校評価結果の分析・考察 

       今年度の学校評価の実施に向けた検討 

第２回 令和７年11月11日（火）内部委員13名、協議委員７名 

       今年度の学校評価の観点・項目、内容の検討、実施時期の検討 

第３回 令和８年２月17日（火）内部委員13名、協議委員７名 

    アンケート集計結果の分析・考察、課題の整理 

       評価報告書（原案）の検討 

 

３  学校運営連絡協議会による学校評価（学校評価報告） 

（１）学校評価の観点 

   学校経営計画に則した内容で評価する。 

（２）アンケート調査の実施時期・対象・規模 

  ・１２月 全校生徒   対象：８９３人  回収：８１８人  回収率： ９２％ 

  ・１２月 保護者全員  対象：８９３人  回収：６７２人  回収率： ７６％ 

  ・１２月 地域・住民  対象： １１人  回収：  ８人  回収率： ７２％ 

  ・１２月 教職員    対象： ５６人  回収： ５６人  回収率：１００％ 

（３）主な評価項目 

   ○学校運営、学習活動、生活指導、進路指導、特別活動など 

○今年度の重点：学習指導、生活指導、進路指導 

 

（４）評価結果の概要 （校長や学校全般への意見・提言内容） 

  ・学校は、学校ホームページの有効活用による発信力の向上が必要である。 

  ・年末時点で在校等時間80時間超えた職員が複数名おり、教員一人一人のライフワークバランスの実現

ができているとは言い難い状況である。 
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  ・より多くの個別指導や講習を実施して生徒の学力向上を図ってほしい。 

（５）評価結果の分析・考察（校長や学校全般への意見・提言） 

  ・募集倍率を向上させるため、ホームページやSNSの活用など広報活動を強化する必要がある。 

  ・教員の働きやすさが生徒に還元されるという視点をもち、業務の「廃止」と「外注化」による単なる

効率化ではなく、分掌・学年等で「やめる業務』」を明確にするトップダウンの判断が必要である 

・個別学習について、生徒の実態を踏まえて重点的な取組を検討する必要がある 

 

４  学校運営連絡協議会の成果と課題（学校の自己評価へ反映） 

（１）学校運営連絡協議会を実施して得られた成果 

  ・生徒の授業についてのアンケート結果から、募集倍率向上のためより積極的な募集活動の実施、充実

が必要であると再認識できた。 

  ・校務削減し、教員のライフワークバランスを意図的に作り出すことの大切さを改めて分かった。 

（２）学校運営連絡協議会を実施して明らかとなった課題 

  ・近隣の住民は、学校の教育機能をより一層活用したいと望んでいることが分かった。   

  ・地域の人材活用を一層推進するとともに公開講座等の拡大・充実が必要である。 

  ・より適正な評価を行うためには、協議委員に対して、もっと情報提供すべきである。    

５ 学校運営連絡協議会及び学校評価を活用した教育活動の改善事項（学校経営計画へ反映） 

（１）学校運営 

  ・特色ある教育活動を、地域の方々に理解していただくため、学校ホームページ等を活用して、発信す

るほか、地域連携を積極的に取り組むことを目指す。 

  ・生徒の学校生活充実のため、教育目標の周知や特色の明確化を進める。 

（２）学習活動 

  ・生徒一人ひとりの学力を的確に把握し、ＩＣＴ機器等を活用して質の高い授業を実践する。 

・生徒自らが予習復習と授業の学習サイクルの確立を進め、主体的に学習を展開し、達成感を自覚でき

る環境を維持させる。 

（３）特別活動 

  ・引き続き安全・安心な学校行事及び部活動を実施する。 

  ・学校行事の運営について、中高とも実行委員の生徒などの主体的な活動を促し、立案・実行する。 

（４）生活指導 

  ・基本的な生活習慣やマナーを身に付ける指導を継続し、健康な心と体の育成に尽力する。 

・生徒の心身の悩みに応えるべく、教員間で情報共有を密にし、生徒への声掛け指導を継続する 

（５）進路指導 

  ・個々の適性や希望に合わせた有効な情報提供を続け、主体的に進路を切り拓ける力を身に付けさせる。 

・発達段階に合った細やかな指導を担任や進路部を中心に組織的に支援する体制を継続する。 

（６）健康・安全 

  ・スクールカウンセラー、地域の諸機関との連携を引き続き強化する。 

  ・生徒の登校時における徒歩や自転車での交通マナーについて引き続き指導する。 

 

６ 「学校が良くなった」と考える協議委員の割合 

（１）協議委員人数 ７人 

（２）学校が良くなったと答えた協議委員の人数 
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７ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

７ 職員会議及び企画調整会議への協議委員の参加実績及び成果 

  【実績】  職員会議 ０回 延０人    企画調整会議 ０回 延０人 

   【成果】  参加なし 

８ その他 

  ・評価精度の更なる向上のため、学校公開の機会を増やす。 


